
（別紙３）

～ 2025年　11月　9日

（対象者数） 71 （回答者数）
48

～ 2025年　11月　9日

（対象者数） 7 （回答者数）
3

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

日々の利用の様子からの気づきや保護者の方のお話など、

子どもに関しての情報を職員間で共有し、より良い関わり

方、対応の仕方を専門家にも相談する。

2
最新の研究に基づく療育方法を、専門家の意見を交えてより

具体的に計画立て実行していく。

3
保護者の方のニーズに合わせた形で開催していく。

誰もが参加できるよう、時間や曜日を変更して行っていく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
利用時にいつもと違う様子があればその日のうちに連絡をす

る。面談時には必ず利用時の様子をお話しする。

2

地域コミュニティ名開催するイベントなどに参加する。

同施設で行っている塾に近隣小学校在籍者が通っており自由

時間を使って交流の機会をつくる。

3
同施設に児童発達支援もあり、きょうだい児も通っているた

め、自由時間を使って交流の機会をつくる。

個別対応に近い人数で学習支援を行えている。

職員：子どもの人数の対比だけでなく1対1で対応できる時間

を必ずとり、職員と子どもとの関係性を構築していくことで子

どもが安心して過ごせるようにしています。

児童や保護者の希望に寄り添った支援を行うべく職員全体で

MTを重ねて支援に当たっている。

児発管を中心に、毎日の関わりや面談時などに子どもや保護者

からいただいた意見をもとに職員間で話し合い本人の希望を重

視した支援を行う。

保護者の方々が交流し学び合う場を提供している。

交流を目的とした食事会・茶話会や障がいに関わる学びのため

の最新情報の講演会など、様々なテーマで保護者の方のサポー

トを行っている。

きょうだい児同士の交流する場がない。

家族参加のイベント、きょうだい児が交流するイベントなども

必要だと考えられるが、現在の事業所の形態では難しく、開催

できていない。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

利用時の様子や内容をお話しする機会が少ない。

サービス記録など電話や文書ではお知らせしているが、送迎時

にお話しする時間が限られており詳しく話す機会が少ない。対

策として気軽に質問できるよう、常に窓口を設けている。

近隣の地域の方々との関わりが少ない。
それぞれお住まいの地域の方々とは交流がありますが、

事業所の近隣の方々と交流する機会が少ない。

2025年　11月　10日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2025年　12月　26日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 おひさまdekiru Study

○保護者評価実施期間
2025年　11月　10日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


